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平成 29 年度事業報告	

公益財団法人青少年野外活動総合センター	

	

全体概要	

平成 29年度は、公益事業、収益事業ともに、ほぼ前年度に引き続き事業を行
った。大きなトラブルなどはなかったが、収益面での若干の課題があった。 
府立木津川運動公園の指定管理事業は、2期目の 1年目となり、安定した運営
ができるようになってきた。来園者数は周知が進んだこともあり、さらに増加

し、来園者の多い日は駐車場が不足するほどになっている。 
友愛の丘の利用もほぼ順調に推移したが、館内設備の老朽化が進んでおり、こ

の改善が大きな課題となっている。 
子ども事業もおおむね予定通りに開催できた。しかし収益面で充分に確保でき

ていない事業があり、改善の余地があった。 
大正池グリーンパークの運営では、平成 28年度に営業成績が非常に好調だっ
たものの、平成 29年度は反転し、ほぼ毎月、前年度の営業成績を下回った。こ
れらのことにより全体の収益に影響が出たものと思われる。 
	

	

１	 公１野外活動や青少年育成を行う活動	

	

事業の概要	

	 単発事業に関しては、好調な事業もあったが、定員に達しない事業もあった

事から、広報や内容なども検討し、参加者が多く獲得できる方法も検討してい

く必要がある。	

	 通年事業に関しては、季節や年齢に合った活動を取り入れることができ、参加

者もほぼ定員に達していた。次年度は、全部門が満席になるように広報などに取

り組んでいきたい。	

	 また、救急法講習の実施や器具の貸し出しによる救急法普及活動も積極的に

行なった。	

1-1. 単発事業の詳細	
名称	 実施日	 対象	 参加費	 定員	 参加者	 ｽﾀｯﾌ数	

カヌーキャンプ A 日 7 月 24 日〜	 小学３年生〜 21,000 円 12 名	 11 人	 3 名	
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程	 7 月 25 日	 中学３年生	 （税込）	

はじめてのキャンプ	 7 月 29 日〜	

7 月 30 日	

年少児〜小学

３年生	

15,000 円

（税込）	

36 人	 47 名	 19 名	

カヌーキャンプ B 日

程	

7 月 27 日〜	

7 月 28 日	

小学３年生〜

中学３年生	

21,000 円

（税込）	

12 名	 12 人	 3 名	

カヌーキャンプ C 日

程	

7 月 31 日〜	

8 月 1 日	

小学３年生〜

中学３年生	

21,000 円

（税込）	

12 名	 15 人	 6 名	

いきものキャンプ	 8 月 3 日〜	

8 月 5 日	

年少児〜小学

３年生	

24,000 円

（税込）	

36 名	 35 名	 8 名	

川の子ども自然村	 8 月 23 日〜	

8 月 26 日	

小学 1 年生〜

中学３年生	

42,000 円

（税込）	

42 名	 35 名	 12 名	

海の子ども自然村	 8 月 7 日〜	

8 月 10 日	

小学 1 年生〜

中学３年生	

42,000 円

（税込）	

42 名	 40 名	 17 名	

森の子ども自然村	 8 月 13 日〜	

8 月 19 日	

8 月 22 日〜	

8 月 28 日	

年少児〜中学

３年生	

1 泊

13,000 円

追加 1 泊	

7,000 円	

（税込）	

1 日

に つ

き	

30 名	

207 名	 52 名	

つくってあそぼうキ

ャンプ	

9 月 2 日〜	

9 月 3 日	

年少児〜小学

６年生	

15,000 円

（税込）	

36 名	 32 名	 14 名	

親子で森あそびフェ

スタ	

11 月 26 日	 未就学児〜中

学生、親子	

300 円（税

込）	

400

名	

229 名	 56 名	

秋のクッキングキャ

ンプ	

11 月 18 日〜

11 月 19 日	

年少児〜小学

３年生	

13,000 円

（税込）	

25 名	 18 名	 10 名	

秋のダッチオーブン

祭り	

11 月 19 日	 親子	 大 人

2,500 円	

小・中学生

1,500 円	

幼 児 500

円	

25 名	 14 名	 2 名	

おちばキャンプ	 12 月 16 日〜	

12 月 17 日	

年少児〜小学

６年生	

13,000 円

（税込）	

36 名	 ８名	 5 名	
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スキーキャンプ＆ス

ノーボードキャンプ	

1 月 6 日〜	

1 月 8 日	

小学 1 年生〜

中学３年生	

32,000 円

（税込）	

42 名	 39 名	 12 名	

雪あそびキャンプ	 1 月 20 日〜	

1 月 21 日	

年中児〜小学

６年生	

20,000 円	

（税込）	

36 名	 28 名	 13 名	

スキーキャンプ＆ス

ノーボードキャンプ	

3 月 24 日〜	

3 月 26 日	

小学 1 年生〜

中学３年生	

32,000 円

（税込）	

42 名	 39 名	 12 名	

	

1-2.通年事業の詳細	

部門名	 実施回数	 対象	 年会費	 定員	 会員数	 スタッフ数	

りとるちきゅう

くらぶ	

全 11 回	 年少児〜年長

児	

40,000 円	

（税込）	

25 名	 22 名	 7 名	

じゅにあちきゅ

うくらぶ	

全 11 回	 小学 1 年生〜

小学３年生	

40,000 円	

（税込）	

36 名	 34 名	 5 名	

サタデーキッズ

クラブ	

全 42 回	 年中児〜小学

４年生	

71,000 円	

（税込）	

30 名	 30 名	 5 名	

パイオニアアド

ベンチャークラ

ブ	

全 20 回	 小学４年生〜

中学３年生	

77,000 円

（税込）	

40 名	 33 名	 5 名	

コキッズ倶楽部	 全 37 回	 親子	 79,000 円

（税込）	

親子 10 組	 親子 7

組	

2 名	

1-3.救急法普及活動の詳細	

救急法講習実績報告	

日程	 内容	 場所	 出席者数	 備考	

6 月 4 日	 MEDIC	First	Aid®チャイルドケアプラス

™	

友愛の丘	 12 名	 	

7 月 13 日	 MEDIC	First	Aid®チャイルドケアプラス

™	

南丹市美山高齢

者コミュニティ

ーセンター	

12 名	 	

7 月 16 日	 CPR およびファーストエイド	 友愛の丘	 68 名	 	

9 月 3 日	 MEDIC	First	Aid®チャイルドケアプラス

™	

友愛の丘	 10 名	 	

9 月 15 日	 MEDIC	First	Aid®ケアプラス™	 大山崎区民会館	 12 名	 機材
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貸出

のみ	

9 月 16 日	 MEDIC	First	Aid®ケアプラス™	 大山崎区民会館	 9 名	 機材

貸出

のみ	

	

２	 公２野外活動や青少年育成に携わる人材を育成する事業	

	

2-1.友愛の丘キャンプカウンセラー	

	 設立当初より、友愛の丘を利用するキャンパーの援助と、キャンプ場の充実

などを目的として、キャンプカウンセラーを育成している。キャンプカウンセ

ラーは主として大学生ボランティアによって組織され、育成されたキャンプカ

ウンセラーは、友愛の丘を利用する青少年キャンパーの援助にだけではなく、

友愛の丘主催キャンプや通年活動などの指導にもあたっている。	

表 2-1-1	キャンプカウンセラー研修実績報告	

日程	 内容	 場所	 出席者数	

4 月 1 日〜2 日	 現役カウンセラー研修	 友愛の丘	 33 名	

4 月 4 日	 レクリエーション	 下京青少年活動センター	 10 名	

4 月 11 日	 データで見る自然体験の効果	 下京青少年活動センター	 40 名	

4 月 18 日	 体験学習とは	 下京青少年活動センター	 11 名	

4 月 25 日	 全体ミーティング	 下京青少年活動センター	 31 名	

5 月 9 日	 キャンプソング	 下京青少年活動センター	 6 名	

5 月 13 日〜14 日	 フレッシュ研修	 友愛の丘	 64 名	

5 月 16 日	 キャンプカウンセラー基礎①	 下京青少年活動センター	 42 名	

5 月 23 日	 消しゴムハンコ作り	 下京青少年活動センター	 7 名	

5 月 30 日	 全体ミーティング	 下京青少年活動センター	 42 名	

6 月 6 日	 ナイフを使ってクラフト	 下京青少年活動センター	 7 名	

6 月 13 日	 キャンプカウンセラー基礎②	 下京青少年活動センター	 49 名	

6 月 20 日	 レクリエーション	 下京青少年活動センター	 4 名	

6 月 27 日	 全体ミーティング	 下京青少年活動センター	 56 名	

7 月 4 日	 レクリエーション	 下京青少年活動センター	 3 名	

7 月 11 日	 キャンプカウンセラー基礎③	 下京青少年活動センター	 49 名	
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7 月 15 日〜16 日	 スターティングキャンプ	 友愛の丘	 56 名	

8 月 30 日〜31 日	 ノッティングキャンプ	 友愛の丘	 48 名	

9 月 5 日	 全体ミーティング	 下京青少年活動センター	 46 名	

9 月 13 日	 アウトドアグッズ見本市	 下京青少年活動センター	 9 名	

9 月 19 日	 野外技術研修	 下京青少年活動センター	 51 名	

9 月 26 日	 コミュニケーション研修	 下京青少年活動センター	 8 名	

9 月 30 日〜10 月 1

日	

アウトドアリーダーチャレンジ

研修会	

笠置〜大正池グリーンパ

ーク〜友愛の丘	

52 名	

10 月 3 日	 アウトドアリーダーチャレンジ

研修会ふりかえり	

下京青少年活動センター	 50 名	

10 月 10 日	 全体ミーティング	 下京青少年活動センター	 8 名	

10 月 17 日	 ブレインストーミング	 下京青少年活動センター	 51 名	

10 月 31 日	 全体ミーティング	 下京青少年活動センター	 51 名	

11 月 7 日	 すごい割り箸鉄砲づくり	 下京青少年活動センター	 7 名	

11 月 14 日	 全体ミーティング	 下京青少年活動センター	 52 名	

11 月 21 日	 大文字山ナイトハイク	 大文字山	 6 名	

11 月 28 日	 親子で森あそびフェスタふりか

えり	

下京青少年活動センター	 56 名	

12 月 5 日	 クリスマスリースを作ろう	 下京青少年活動センター	 7 名	

12 月 12 日	 救急法〜冬編〜	 下京青少年活動センター	 50 名	

12 月 19 日	 スキーを楽しむ基礎講座	 下京青少年活動センター	 6 名	

12 月 26 日〜28 日	 スキー研修	 国立乗鞍青少年交流の家	 56 名	

1 月 9 日	 全体ミーティング	 下京青少年活動センター	 49 名	

1 月 23 日	 パイオニアキャンプ説明会	 下京青少年活動センター	 55 名	

1 月 30 日	 ロープワーク	 下京青少年活動センター	 9 名	

2 月 6 日	 全体ミーティング	 下京青少年活動センター	 44 名	

2 月 14 日〜15 日	 コアチーム合宿	 大正池グリーンパーク	 30 名	

2 月 19 日〜23 日	 パイオニアキャンプ	 友愛の丘	 25 名	

2 月 27 日	 火を囲んで語ろう	 友愛の丘	 10 名	

3 月 6 日	 年間総括	 下京青少年活動センター	 49 名	

3 月 13 日	 カヤックに乗ろう	 下京青少年活動センター	 4 名	

3 月 20 日	 次年度の説明会	 友愛の丘	 53 名	
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表 2-1-2 ワーク活動	

友愛の丘の施設改善を目的に、以下のワーク活動を行った（のべ人数）	

4 月	 5 月	 6 月	 7 月	 8 月	 9 月	 10 月	 11 月	 12 月	 1 月	 2 月	 3 月	

26	 25	 32	 29	 118	 12	 29	 11	 29	 24	 33	 20	

	

	

2-2.	ジュニアリーダー	

	 中学生・高校生の社会参加と居場所作りを目的にジュニアリーダーを育成してい

る。ジュニアリーダーは主に通年事業の元参加者で構成されており、友愛の丘主催キ

ャンプや通年事業でキャンプカウンセラーの補佐にあたっている。	

キャンプカウンセラー研修実績報告	

日程	 内容	 場所	 出席者数	

4 月 29 日〜30 日	 コミュニケーション実習	 友愛の丘	 12 名	

7 月 15 日〜16 日	 キャンプ技術実習	 友愛の丘	 16 名	

10 月 14 日〜15 日	 自然の中でのあそび実習	 友愛の丘	 3 名	

12 月 2 日〜3 日	 リスクマネジメント実習	 友愛の丘	 15 名	

3 月 31 日	 年間総括	 友愛の丘	 13 名	

	

2-3.	青少年野外活動指導者育成事業	 （京都府青少年課受託事業）	

	 京都府から委託された青少年野外活動指導者育成事業を実施した。また、定期的に

開催する各種の勉強会、厳冬期トレーニングを目的とした長期の「パイオニアキャン

プ」などのトレーニング事業を年間にわたり実施した。	

名称	 実施日	 対象	 参加費	 参加者数	

京都ティーンズチャレ

ンジキャンプ	

8 月 14 日〜17 日	 中学、高校生	 13,000

円	

25 人	

アウトドアリーダーチ

ャレンジ研修会	

9 月 30 日〜10月 1

日	

一般	 3000 円	 52 人	

青少年指導者講習会

「パイオニアキャン

プ」	

2 月 19 日〜23 日	 一般	 6200 円	 25 人	
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京都ティーンリーダー

ズチャレンジキャンプ	

3 月 27 日〜29 日	 中学、高校生	 9500 円	 15 人	

３	 公３自然環境保全施設の運営を通じた野外活動及び青少年育成事業	

	

3-1.	京都府立木津川運動公園指定管理事業	

	 平成 29 年度は指定管理期間の２期目の初年度となり、これまで３年間の実

績を元にした、公園運営を手がけた。	

	 管理面では、今までに引き続き、多様な自然環境の創出を心がけ、工夫を加

えながら、今までの経験に基づく効率的で効果的な管理を目指した。開園して

4年目となり、施設内の備品や安全対策なども充実し、公園の使い方ルールな

ども安定してきた。また設備などはまだ新しく、大きな不具合等もそれほどな

い。ただし、公園南側の調節池をはじめとする水辺の空間は、ヘドロなど有機

物の堆積が多くなり悪臭が目立ち始め、生息する生きものが減少し、浚渫など

根本的な対策が必要となっている。	

	 府民協働による自然再生の森づくりでは、公園東側にある未開園区域の植樹

が本格化する一方、森づくり活動も積極的に行われた。特に森守クラブ城陽と

の連携のほか、団体や企業の参加など、より幅広い活動への参加があった。同

時に植樹だけではなく、間伐など森の育成の次の段階へとすでに進んでいる区

域もあり、植樹にとどまらず、作業が進んだ。	

	 また公園の認知度も上がり、多くの府民に活用されることができた。ただし

10 月に開催予定だった「お茶の京都、食の祭典」は台風により中止になるな

ど、特に秋の天候が悪く、大きなイベントの中止が相次いだ。しかしそれにも

かかわらず来園者数は今までで最も多くなり、周知がさらに進んだことがうか

がわれる。	

	 さらに公園で活動するボランティアグループも 4団体が定着し、その組織化

とフォローアップも重要な活動となった。	

	 このように自然再生と環境教育の場として、また府民参画、生涯学習の場と

して、青少年の健全育成の場として、より一層充実した運営を今後も目指す。	

	

表 3-1-1.京都府立木津川運動公園の基本方針と取り組みの一覧	

基本方針等	 具体的な取り組み	

１．府民参画により森を再生する	 ①森づくりの作業の支援	
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府民と協働で、山砂利採取地を

豊かな森に再生する。	

②森の仲間づくり（多様な団体等の参画の推進）	

③森の人材育成	

２．森を学ぶ・楽しむ場とする	

森を学び・楽しむプログラムを

提供する。	

①森を活かした季節のにぎわいイベントの開催	

②環境学習プログラムの提供	

３．快適な空間づくり	

芝生広場や水辺など美しい公園

の維持管理を徹底する。	

①エントランスから始まるウエルカムの心	

②快適な芝生広場の管理	

③おおらかで細やかな水辺の風景づくり	

④花の小径づくり	

⑤特色ある原っぱの風景づくり	

⑥効果的・効率的な維持作業	

４．持続可能な管理運営のシス

テムづくり	

①森づくりの組織づくりと運営	

②公園管理データの一元管理（植栽、修繕デー

タ）	

③業務の評価と改善システム（PDCA サイクル）	

５．公園を広く知ってもらう	 ①多様な広報の推進	

②地域や団体等府民との連携による知名度の向上	

公園面積	約 11.3ha		 大芝生広場	約 19,000m²		 ファミリー広場	約 4,800m²		 多

目的広場	約 2,900m²	 真砂土舗装		

ちびっこ広場	約 1,300m²	芝生地、真砂土舗装、大型遊具(ザイルクライミング)		

サークル広場	約 1,100m²	広場舗装、シェルター(約 86m²×2 棟)、手足洗い場等	

駐車場 151 台（臨時駐車場を含めると約 300 台）		

	

	

表 3-1-2.平成 29 年度 開園日数、利用者数、駐車台数等集計 
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表 3-1-3.平成 26〜29 年度 京都府立木津川運動公園 開園日数、利用者数集計 

 

	

表 3-1-4.指定管理事業の一覧	
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表 3-1-5.再生の森作り活動の実績（指定管理事業）	
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表 3-1-6.自主事業の一覧	
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3-2.公園の管理について	

	 大芝生広場中央部、大芝生広場周縁部については、年間を通して安全でフフ

ワで、気持ちの良い芝生を提供することを目指して管理をした。	

	 また今年度より、特に調節池周辺の草地管理に工夫を加えた。具体的には、

生きものサンクチュアリとして、全く管理の手を加えず、人の立ち入りも制限

する区域や、一定の草丈確保と公園管理の両立をはかるため、草地のトラ刈り

をおこなう区域を設けた。その結果、発見できる昆虫類や鳥類などの多様性が

みられ、個体数も増加した。管理の実施詳細は、表 3-2-1,3-2-2 の通りとな

る。	

	

図 3-2-1.公園全域図	
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表 3-2-1.平成 29 年度	年間維持管理実績（その１）	

	

表 3-2-2.平成 29 年度	年間維持管理実績（その２）	
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４	 収１野外活動や青少年育成のための宿泊施設、レクリエーション施設を	

	 	 提供する事業	

	

4-1.友愛の丘施設事業	

ここ数年毎年のように前年度を上回るような状況であったが本年も好調と言

える年であったと思われる。前年対比で 106%、2012 年との比較では 153％を記

録した。	

施設事業は「ハイシーズンにいかに利用者を増やせるか」という点に注力し、

数年前からの収容人数増の計画をすすめている。計画は順調にすすんでおり、中

学生、高校生を中心とした校外学習が大幅に増えたことや、バーベキューブーム

の勢いも手伝った結果と思われる。現在では 71 グループ分の収容が可能となっ

ており、クラス数ではおおよそ 11 クラス分の収容力があることになる。かつて

の校外学習では、同じ日に他校が利用することは生徒指導の観点から厳しかっ

たが、現在では学校ごとのサイト配置やトイレ等の動線、レクリエーション実施

場所などの調整や工夫さえできれば、大きな問題とならなくなってきている。最

近では炊事後のレクリエーションを隣接する木津川運動公園に移動して実施し

たいとする学校もでてきているため、積極的にすすめたいところであるが、大型

バス駐車場が整っていないことがネックとなっている。	

家族でのキャンプ利用も増えてきている。テントの貸し出しや毛布や寝袋など

は用意できたが、初心者のためのキャンプ場としてはまだ不十分で整備しきれ

ていない部分があり、今後の課題である。	

館内宿泊の利用は、子どもの利用を中心に若干減っている。その分をカバーす

るべく旅行会社からスポーツ系の試合団体を受け入れることでわずかだが挽回

できた。また館内設備の老朽化が進んでおり、トイレの流し下の U 字パイプの

劣化交換、本館裏のトイレセンサー故障、さらに本館網戸の破損の修繕（未処理）

などが、現状の課題となっている。	
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4-2.	友愛の丘施設の概要	

図 4-2-1.館内施設	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 4-2-2.	野外施設	
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表 4-1-1.友愛の丘年間利用者数	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （人）	

	

	

	

表 4-1-2.	友愛の丘利用者数の経年推移	
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５	 収２野外活動や青少年育成を行う団体と連携、協力する事業	

 
5-1. 井手町野外活動センター	 大正池グリーンパーク事業概要 
	 今年度は、過去最高の利用者数となった昨年度と比べると 1,400 人近くの利
用者が減少し、7,934人の利用者数となった。 
これは、5月のゴールデンウィークの中日となる 5月 1日、2日の利用がほと
んどなかったことや、11月の館内宿泊者が減少したことが大きく影響している。 
但し、例年の利用者数と比較すると、多少の減少となっているので、前年度の利

用者数が多かった反動もあるかと考えられる。 
	 井手町の大がかりな修繕があり、バンガロー全棟のウッドデッキの修繕の他、

バーベキュー場の「あかまつ」サイトの電灯の設置、「かじか谷」オートサイト

の 6サイトへ電源の設置等が行われた。 
オートサイトへの電源の設置は、以前から要望が多かった事もあり、今後の利

用者数の増加に期待が持てると考えている。 
又、大正池を活用してカヌー体験を 10 月に試験的に行い、来年度から本格的
に運用していく事となっている。 
	 今年度まで大正池グリーンパークの運営への協力として、所長（課長職）を派

遣していたが、来年度は所長を務めず、職員 2 名を派遣して、運営母体である
NPO法人の主体的な運営に協力していく。 
 
施設の概要 
	 宿泊・時間利用施設 
	 	 	 6人用バンガロー2棟、8人用バンガロー3棟、メインハウス研修室 
	 	 	 個々にバーベキュー場を隣接 
	 日帰り利用施設 
	 	 	 もみじ谷サイト 8人×6、あかまつサイト 8人×10	 6人×4 
	 テントサイト 
	 	 	 あかまつテントデッキ 4、かじか谷オートサイト 9 
	

	 	



 18 

5-2.丘の上ダイニングへの施設貸与	

	 友愛の丘本館の一部を「丘の上ダイニング」に貸与した。利用者の給食や食材

の提供を担っている。	

	

	

5-3.	陶芸教室への施設貸与	

	 施設の一部を陶芸教室に貸与した。教室は毎週日曜日と火曜日に開催してい

たが、平成 29 年 6 月をもって終了した。	
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６	 法人業務	

	

6-1.役員等に関する事項	

平成 30 年 3 月現在	

	 	 役	 名	 	 氏	 名	 就任年月日	 職業	

1	 代表理事	 田口	 博康	 H27.8.1	 団体役員	

2	 業務執行理事	 濱野	 一彦	 H24.5.14	 センター職員	

3	 業務執行理事	 中村さよ子	 H25.10.22	 センター職員	

4	 理事	 松岡	 勲	 H24.5.14	 会社社長	

5	 理事	 荒巻	 隆三	 H24.5.14	 京都府議会議員	

6	 理事	 内藤	 彰治	 H24.5.14	 団体役員	

7	 理事	 松田	 義弘	 H28.2.2	 センター職員	

1	 監事	 道本	俊規	 H25.10.22	 会社経営	

2	 監事	 山崎	信人	 H25.10.22	 会社員	

1	 評議員	 安部	和子	 H25.9.17	 司法書士	

2	 評議員	 池西	正治	 H25.9.17	 小学校教諭	

3	 評議員	 伊勢	達郎	 H25.9.17	 団体役員	

4	 評議員	 衣川	斗美子	 H25.9.17	 保育園園長	

5	 評議員	 篠田	常生	 H25.9.17	 団体役員	

6	 評議員	 園崎	弘道	 H25.9.17	 京都府議会議員	

7	 評議員	 高桑	鉄則	 H25.9.17	 団体職員	

8	 評議員	 田中	鈴美枝	 H25.9.17	 生涯学習センター講師	

9	 評議員	 坪内	俊之	 H25.9.17	 自営業	

10	 評議員	 長積	 仁	 H25.9.17	 大学教授	

11	 評議員	 中村	三之助	 H25.9.17	 京都市会議員	

12	 評議員	 渡辺	 邦子	 H28.2.2	 京都府議会議員	

13	 評議員	 青柳	 良明	 H28.6.6	 会社役員	
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6-2.職員に関する事項	

平成 30 年 3 月現在	 	

氏名	 就職年月日	 担当	

濱野	 一彦	 S57.4.1	
業務執行理事、財団本部長	

府立木津川運動公園園長	

中村	 さよ子	 H9.7.7	
業務執行理事、財団副本部長	

総務部部長	

松田	 義弘	 H22.3.21	
理事、財団副本部長	

木津川運動公園総務課勤務	

酒井	 俊彦	 H18.7.21	 主催育成事業課課長、友愛の丘勤務	

篠田	 知幸	 H23.11.21	 施設事業課課長、友愛の丘勤務	

内田	 提一	 H26.4.1	 木津川運動公園管理課課長	

鈴木	 崇義	 H21.11.21	 協力事業課課長、大正池勤務	

田口	 愛美	 H20.8.21	 主催育成事業課、友愛の丘勤務	

柿本	 浩孝	 H25.12.5	 主催育成事業課、友愛の丘勤務	

山本	 美樹	 H26.4.1	 施設事業課担当課長、友愛の丘勤務	

中垣	 一	 H26.3.17	 木津川運動公園管理課勤務	

二本柳	 知子	 H26.11.17	 木津川運動公園総務課勤務	

栗田	 省吾	 H27.3.3	 木津川運動公園総務課勤務	

山村茂裕	 H28.4.6	 木津川運動公園総務課勤務	

竹田	 貴	 H28.1.21	 木津川運動公園総務課勤務	

益田裕一	 H29.1.1	 木津川運動公園総務課勤務	

新井政明	 H29.4.1	 協力事業課、大正池勤務	

衣川	 匠	 H29.4.21	 主催育成事業課、友愛の丘勤務	

関伸一朗	 H29.5.21	 施設事業課、友愛の丘勤務	

杉山祥弘	 H30.3.1	 協力事業課、大正池勤務	

	

	 	



 21 

6-3.会議に関する事項	

⑴理事会	

開催年月日	 議事事項	 会議の結果	

Ｈ29.5.15	

第１号議案	

	 平成 28 年度事業報告を承認する件	

第 2号議案	

	 平成 29 年度収支決算を承認する件	

第 3号議案	

	 印鑑を承認する件	

第 4号議案	

	 評議員会の開催を議決する件	

可決	

H29.10.25	

第１号議案	

	 大正池グリーンパークへの職員派遣の今後を

代表理事に一任する件	

可決	

H30.3.23	

第１号議案 

	 平成 30 年度事業計画案を承認する件 

第２号議案 

	 平成 30 年度収支予算案を承認する件 

第３号議案 

	 役員及び評議員の報酬等並びに費用に関する規

定の変更を検討する件 

第４号議案 

	 評議員会の開催を議決する件 

可決	

	

	 	



 22 

⑵評議員会	

開催年月日	 議事事項	 会議の結果	

Ｈ29.6.5	

第１号議案	

	 計算書類及び事業報告等承認の件	

第２号議案	

	 役員及び評議員の報酬等並びに費用に関する

規定を変更する件	

第 3号議案	

	 役員報酬を決定する件	

第 4号議案	

	 評議員及び監事選任の件	

	

可決	

	

	

審議継続	

	

審議継続	

	

可決	

H30.3.30	
第１号議案	

	 代表理事田口博康氏に対する報酬額について	
可決	

	


